
第 26 回神戸大学臓器移植フォーラムを開催しました。 

 

神戸大学医学部附属病院 移植医療委員会のもとに設置された院内移植コーディネーター連絡

会議が主体となり、毎年、臓器提供に関する院内体制を継続・改善するための臓器移植医療に関

する院内研修会として、神戸大学臓器移植フォーラムを開催しています。 

 

令和 7 年度は、令和 8 年 1 月 8 日(木)17 時 30 分から神戸大学医学部会館シスメックスホール

において、臓器提供を決断されたご家族様ならびに浜松医科大学病院から救急部・教授の渥美先

生をお招きして、第 26 回神戸大学臓器移植フォーラムを開催いたしました。会場には当院の院内

コーディネーターや移植医療に関連する医師、看護師等が参加し、また、Microsoft Teamsによる

配信には兵庫県を中心として近畿圏内の医療機関から多数の医療関係者にご参加いただきました。 

 

臓器提供を決断されたご家族様には、「未来をつなぐ」をテーマに、移植手術までの間に病院で

感じたことやレシピエントからいただいたお手紙、今後の移植医療に対する願いについてご講演

いただきました。 

渥美先生には、「19年ぶりの臓器提供」をテーマに、複数の病院に渡って臓器提供体制の構築に

携わった経験と、浜松医科大学病院で 19年ぶりの臓器提供があったことについてご講演いただき

ました。 

 

今年度の移植フォーラムで得た知見をもとに、ガイドライン上の 5 類型施設として、また、兵

庫県の臓器提供拠点施設として、移植医療に関する院内体制の強化を図ってまいります。 

 

  

ご講演の様子（浜松医科大学病院 渥美 生弘先生） 


